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序 文 

 

世界的に留学生が増加傾向を辿る中で、彼らが世界のどこからどこへ移動し集中するか

は、大きな関心を集めるようになってきた。留学生政策の先発国も後発国も、21 世紀の世

界の高等教育の発展、ひいては国家社会の発展を導く重要な要因として留学生の動静に注

目せざるを得ないのは、当然の成り行きであると言わなければならない。いずれの国々も

大なり小なり、グローバル化や国際化との関係の中で留学生政策に対する国際戦略の遂行

が問われるのである。日本の政府や文部科学省においても極めて高い関心を払って、各種

の研究が行われていることは周知の通りである。今回の委託研究に留学生の問題を位置づ

けているのは、同様の政策を反映していると考えられるはずであり、留学生政策を重視す

る世界的な動向と符合しているのでもある。  

本プロジェクトの調査研究では、昨年度に引き続き若干の国々のシステムや機関を対象

に重点的かつ集中的な資料収集、ヒアリング等を行った。すなわち、昨年度は、イギリス、

フランス、ドイツを対象に、本年度は、アメリカ、中国、マレーシア、オランダを対象に、

それぞれ集中的に訪問調査、文献・資料・情報収集等による研究を行った。 

 本調査研究では、昨年度と同様の関心を注ぐことに留意したのは勿論であるが、実際の

資料収集やヒアリング等の活動を持続する過程において、予期できたものや予期できなか

ったものを取り混ぜてさまざまな問題が山積していることも明らかになった。それらの詳

細は各報告に述べられているので、ここでは割愛するが、大枠として各国を通じて観察す

るとき、総じて以下のような問題について注意を払うことが必要であるとの感想を抱いた

ことを指摘したい。 

（1）先進国と後発国の取組み、（2）留学生への対応の量的側面と質的側面、（3）留

学生の送り出しの側面と受け入れの側面、（4）国家システムの取組みと機関の取組み、

（5）日本へのインセンティブ。これらの具体的な問題を検討することは、現在の留学生

政策と実際の実践の諸問題を考えるために重要である。その回答は、具体的な報告に考察

されており、またそれらを吟味した後に、総括の段階で若干述べることにしたいと思う。 

本調査研究は、2 年間の集中的な研究によって所期の目的を達成することに努めたが、

各報告書をご高覧いただくとご理解いただけるように、種々の制約があるなかで予想以上

に充実した成果を上げることができたのではあるまいか。その点、プロジェクト代表者と

して、大変嬉しく存じている次第であり、これはひとえにプロジェクトに参画いただいた

方々の精力的な取組みに負うところが大であると考えている。このことに鑑み、この場を

拝借して、すべての研究分担者ならびに研究協力者の方々に御礼を申し上げる次第である。 

 

平成 19 年 3月 29 日              

研究代表者                  

広島大学高等教育研究開発センター長･特任教授 

有 本  章                
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